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刊 行 の こ と ば 

令和元年度の川崎病院の年報をお届けいたします。私は平塚市民病院での６年間の病院

長経験の後、平成31年４月当院に病院長として赴任いたしました。右も左もわからない中、

全ての職員に温かく迎えていただき、御指南をいただきながらなんとか１年終えられたの

は職員皆さんのおかげだと思っています。困難だらけの１年でしたが、まずは大きな感謝の

気持ちを表したいと思います。ありがとうございました。そして、全職員が公立病院職員と

しての矜持を持って１年間、業務を遂行いただいたことに敬意を表します。この年報は職員

一同の努力の集大成であり、この刊行は誠にめでたいものであります。 

 令和元年は、国の大方針として、働き方改革が強力に提示された年です。働き方改革本気

元年とでもいうべきでしょうか。時間外労働の削減が求められ、医師業務軽減に向けた病院

全体での支援が強く求められました。川崎病院がこの年、目指し始めた総合入院体制加算で

も勤務医の負担軽減・処遇改善が必須要件とされています。薬剤師の病棟配置や医師事務作

業補助者や特定看護師の配置も、同様の方向性の中にあります。病院完結型医療から、地域

完結型への移行という呼びかけも、大病院が抱えすぎている業務を地域に振っていきまし

ょうという、同様の方向性のものです。これらのことは、医師のみならず、職員、他医療施

設、市民の意識改革を必要とする大変な作業になります。複数主治医制やチーム制、交代制

勤務による診療、病状説明の時間内実施、患者の医療機関移動の増加など、従来の主治医制

で培われてきた日本的な医師・患者関係を否定することになるからです。 

 そして、令和元年度は多くの自然災害にも晒されました。15号、19 号と続いて襲来する

台風の中でも、経験を次に繋げ、台風に対する対応力を見事に高めてくれました。 

感染症災害にも見舞われました。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対応は、感染症

指定医療機関として当初から、真正面から、総力をあげて取り組みました。令和 2年２月の

クルーズ船患者の突然の受け入れから始まり、外国人旅行客患者への難しい対応や、患者数

の増加に伴う病床拡大、感染症内科・総合内科専攻医の積極的な関わり、救急科、小児科、

産婦人科、外科など全科をあげた診療支援には、川崎病院の底力を感じました。しかし、感

染拡大は年度内に収まることはなく、多くの混乱の中、2019 年度は終わりました。 

 経営的には、昨年度と較べて、内科医師が減少したことの影響は大きく、この影響を払拭

できないまま、１年を終えることになりましたが、５月からキャンペーンを始めた“通院不

要的退院率”の 40%超えは、年度終わりの３月に 43%と達成し、翌年度の“総合入院体制加

算”に繋げました。急性期病院の重要な指標である救急車搬送件数は、ここ数年にわたる減

少傾向に歯止めをかけることができました。 

令和 2年度は、COVID-19 対応をきちんと行いながら、救命救急医療、侵襲的高度医療、地

域連携を軸に効率的な高度急性期型医療を強化していく年になることを期待しています。

今回から、“病院長日誌”を別に記述することにいたしました。日付を盛り込んだ、やや詳

細な記録としています。ご参照いただければ幸いです。    

令和２年７月  

病院長 金井 歳雄 




































































































































